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は し が き

大間漁巣協同組合では昭和35年度からコンプ岩礁爆破事業を継続実施しておD､その事巣量は約2

万m31 3.000万円と売っている.

この地先では水深約4- 8m,の雑藻礁 (スガモ･ホンダワラ類)を爆破してコンプの増産を計る方法

がとられておれ 爆破によって雑藻類が除去されてコンプが着生し､生産の場となったことから事巣効

果があると報告した｡

その後昭和40年頃から昭和35､ 36年慶事巣区が､昭和42年頃から昭和37､38年慶事巣区

がそれぞれ再び雑藻礁に遷移して事巣効果がみられ夜くなったこと､更に昭和43､ 44年にはホンダ

ワラ類に幼コンプが多数着生する現象について報告した｡

本年度も引続き事業の看効年限について調査した.

調 査 場 所

下北郡大間町大字大間地先

調 査 期 間

昭和45年6月～ 12月

調 査 方 法

昭和36J--44年度の事巣年度別に調査地点

を設け､討21地点について (1m,×1m)枠

内の海藻類を潜水採集し､その種類､湿重量を

計測した.また､水深約10- 207nlの沖合コ

ンプ礎の8地点についても同様を方法によって

調査した｡

調 査 結 果
第1図 大間地先調査地

点図1)看効年限について6月24日～6月25日に21地点の潜水調査を行在ったが､第1表に示

した St1-8､St9-14､St15-17､St18-21はそれぞれ第1図に示す相聞-根口内､割石～サザエ島､弁天島

周辺､下手浜である｡



第 1表 事巣年度別 (lmXlm) 当b海藻生育量

I
L
6
)
-

調査月 日 6.24 〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 6.25 〟 〟 〟 〟 〟

〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟調 査地 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll

il2' 13 14 15 16 17 18 19 畠o 21水 深 6m 5 5

4 8 6 6 5 4.5 4 3 i3 5,5 5 4 4 5 4.5 4.5 2.5 3事 業 年 度 昭4

3 43 37 37 41 41 40 40 36 36 738 …38 43 43 44 44 44 42 39 36 36採隻港漢 1 年コ ンプ 麗20l 160

.16 140.50 281.01 485.25 581.95 1 250.20 1862.88 4(m0.02 1571.52 (

4) (12)2 年■コン′フ 50.69K 145.40 85.14 51.58 10.42 299.87 10.52 62.44 252.0

2 20.45ワカメ 15 4 57 4 6 16 9 i
4 52 ll 19 9 (5)･1.20 0.51 2.払 0.65 1.04 1.54 0.86 0.78 4

.45 0.86 5.96 0.65スガモ 0.59 0.51 0.1̂ 0

.27 0.78 4.47 1.70ホ ンダ ■ワラ東 291.51 120.69 1124.86 10.14 58.70 166.4占

I 242.86 125.02ケ ウルシグサ 50.22 2

0.12 10.047 カ- ダ 50.10 20.55 50.17i 1

0.01 100.49 20.05フ一 ン′グ サ 10.05 20.05



事業年度別 (1m,×1m,)枠内の海藻の種類と湿重量は第1表のとおDで､採集された海藻は 20

種類 (他の海藻に着生していたもの 6種類を含む)､ rlm Xlm)当Dの平均湿重量は約4.7KPで

ある｡

次に年度月fPこ董用海藻 (コンプ､ワカメ､テ

ングサ1と雑藻類の (lmX lm)当b平均湿

重量との関係を第2図に示した｡調査地点数の

少をい年度があるので問題はあるが､昭和36

- 39年度は雑藻類の方が董用海藻よb多く､

昭和40-44年度はその逆の傾向がみられる｡

また､旧事巣区 (昭和36- 39年度1と新

事巣区 (昭和40-44年度)とに区分して主一

夜海藻類の採集地点数 (1m,× 1m)当9平均

個体数､平均湿重量をみると､第2表のように

なる｡

採集地点数:有用海藻は新事業区に多く､旧

事巣区に少をい傾向､雑藻類中スガモ､ホンダ

ワラ類は適の傾向､その他の雑藻類は新事業区

に多い傾向を示した'O
帽JJ 37 38 31 P +l イ2 4 3 4イ第2図 事巣年度別董用海藻と雑藻生

育量平均個体数:採集地点数と同様を傾向を

示したが､ホンダワラ類は旧事巣区に､ 1年コンプは新事業区､特に昭和

44年慶事巣区に多かった.平均湿重量 :スガモ､ホンダワラ類を除いて新事巣区の方が大であったo

以上の傾向か ら昭和36- 39年慶事巣区は効果が減少し､昭和40年度以後の

事巣区は効果が継続していると推定され､草葉の看効年限は6年位 (コンプでは 3回生産)と

思われる0第2表 新･旧事巣区月lL 海藻種類別 rlmXlm,)当b平均個

体数と平均湿重量旧 事 要 区 新 車 巣 区

採 集 個 体 数 平 均 平 均 採 集 個 体 数 平 均 平 均地 点 数 個 体 数 湿 重 量 地 点 数 個 体 数 湿 重 量1年 コ ン プ2年 コ ンプワ カ メテ ン グ サス ガ モホンダワラ類そ の 他 1211562 162- 295715--1.1222- 10 1.85.44.10.128.16 K,q0.021.100.520.0041.52.550.05 98ll4129 1--1861--254--521′-1
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2)沖合コンプ礁調査

7月9日に8地点の潜水調査を行をったが調査地点､調査地点別 (im.X1m,)枠内の海藻の種類

個体数､湿重量はそれぞれ第1図､第3表に示したo

採取した海藻は16種類 (ホンダワラ類4種､石灰藻類 4種)で､全体的にみてコーンブ､ホンダワ

ラ類が多かった｡

コンプ､ホンダワラについてみると､

1年コンプ:一般に密生する場合が多く､過去の調査結果 (第4表)から rlmXlm)当930

-70本位の着生を示すが､本年度の調査では沖合コンプ億､事巣区それぞれ平均約14本､20本

と少なく､ 30本以上の地点は調査地点の1/5に過ぎず､水深約 15m以技では 1年コンプが少を

い傾向がみられ､昭和46年コンプ生産-の 影響が予想され る0

2年コンプ:1年コンプから2年コンプへの生残Dは年､場所をどによって差があるが､約1/3

-1/6程度で､大間地先については 1/4程度と推定しておD､第4表に示すように rlmXlm,)

当b約10-15本着生している場合が多い.

本年度の調査では､沖合コンプ億､事巣区それぞれ平均6本､4本と少安く､10本以上の地点も調査

地点の1/7に過ぎず､1年コンプ同様水深15m以浅では 少をい傾向がみられておD､本年度のコン

プ減産と関連があるように思われる｡

ホンダワラ類 :押合コンプ礁におけるホンダワラ類の増減については不明の点が多いが､聞取Dに

よればホンダワラ類は増加しているとのことである.また､第2表､第3表､第 5表から沖合コンプ

礁におけるホンダワラ類の (lmXlml当9平均湿重量は旧事巣区よDは少をいが､昭和 35､

36年､ 39年度の事巣区事前調査時よbやや多い傾向を示し､ホンダワラ類はかをb繁茂している

とみて よいと思われる.

これらのことから､水深15m以浅ではホンダワラ類が増加しているようで､今後のコンプ 生育に

どのようを影響を占えるか問題であろう｡

3)他の海藻に付着する幼コンプについて

コンプが他の海藻類に着生､生育する現象はしばしばみられ､特に石灰藻類に着生する例は調査時
や操巣日干燥時に観察され､石灰藻に着生したコンプは生産の対象になb得ると思われる0

-万､ホンダワラ類に幼コンプが多数着生することは既に報告したが､これ らのコンプは生産の対

象にはをらをい.また､昭和43､ 44年度の調査結鼎ま第6表のとおbで､ √lm,xlm,)当b平

均約100本であったが､本年度は約5本とかをb異在った現象を示した.

4)大間漁業協同組合漁獲高概要

昭和25年以後の漁獲数量､漁獲金額を鮮魚類 (魚､月､水産動物)､海藻類､コンプに区分して

第3図､第4図に示した.

漁獲数量についてみると､鮮魚類は 漸増か傾向を示し､特に昭和43､44年度は急増したが､こ

れは主としてスルメイカ､次いでウニの漁獲増によるところが大きい.海藻類は昭和38年頃から漸

増と安定を示しているが､昭和39年以後はコンプの増産によるもので､コンプは約500-600

トンの生産を示したが､やや減産気味である｡
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第 3表 沖合コンプ礁 rlm,X lm,)当り海藻生育量

採 集 海 藻

St 水 深 1 年 2 年 ワ カ メ ホ ン グ ケ ウ ル ス ジ メ
オ オ バ コスジフコ ン プ コ ン プ ワ ラ 東

シ グ サ ツノマ タ シウナギAB0DEFαH m,91ム12141815149 (2) 180.0740.1550.ll10.8950 15.6鑑* 1 155.8085.9010.57染2 94.256.1 10.051 80.952世.8510.165 5 10.1510.ll10.052 4 20.94521.14(15) 114.0 0.050.5 0.7520.552 0.220.4
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2.25 0.01 1.88 0.05 0.12 0.02 一■一一■穀1:1年コンプ､7カバ､ヤ-ズグサ着生 数2:1年コンプ着生 ( ) :他の

海藻に着生第4表 rlmXlm,)当bコンプ個体数

1 年 コ ン プ 2 年 コ ン プ調査◆場 所 調 査 年 度 調 査地 点数 個 体 数 平 均 個 体 数

平 均易 国 間 昭 32 2 41- 71本 %本

1本 0.5本〟 33 5 40-

-158 81 0 0〟 34 5 25

-- 41 55 2-- 7 1.8〟 3

7 4 56- 65 50 7′-18 12〟 38 10 57-180 71 10.- 19

14〟 39 9 25-- 90

41 6へ.25 ll大 間 . 39 4 58--15

5 86 ll--54 20〟 42 4 27.､ 56 41 5J-25 7.

5〟 44 7 4-155 44 6--55 12(註) 易国間地先では昭

和37年頃から2年コンプが生産された｡次に､漁獲金額についてみると､昭和



また､昭和40-45年において年平均約500万円以上の魚種は次の 11種類であるO
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第 5表 大間地先 (lmXlm)当b壬姓藻生育量

ホンダワラ類 ス ガ

モ調査年度 調査地点数 湿 畢 量 平 均

湿 重 量 平 均昭 35 2 1.2-1.5K 1.58K

g 5- #9 5.Fg36 2 0.1-0.5

0.51 1.5.-4.5 2.939 5 0.5J-5.8 ′1.64

Oへ2.5 1.2平 均 1.28

2.1第6表 大間地先 rlmXlm)当

91年コンプ個体数ホ ン ダ ワ ラ 類 に 着 生 石 灰 藻 . 岩

盤 に 着 生調査年産 調査地点数 個 体 数 合 計 平 均 個 体 数 合

計 平 均昭 43 8 2-705本 859本 107本

5- 72本 201本 25本44 7 177-521
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